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「 ３ つ の 創 る 力 」 発 揮 ・ 育 成 授 業 づ く り 通 信「 ３ つ の 創 る 力 」 発 揮 ・ 育 成 授 業 づ く り 通 信

共 に創 る共 に創 る

アンケート結果や通信からこれまでの取組を振り返りましょう。 次年度に向け、どんな手立てや取組が必要でしょうか。また、

自分が力を入れて取り組みたいことは、どんなことでしょうか。自分の考えを整理してみましょう。

12月にアンケートを実施しました。今年度は、各学園・各校で
自走してきていることを受け、質問項目が「意識」から「取り組
む」に一段階上がりましたが、結果がさらに向上しました。このこ
とから、先生方が「日常の中で意識する」段階から「具体的に

実践を語る」段階に着実に進んでいることが伺え、「３つの創る
力」を位置付けた取組の成果が着実に表れています。今後も各
学園・各校での取組をさらに推し進め、先生方一人一人が自信
をもって実践を積み上げ、子供たちに「３つの創る力」を育成し
ていきましょう。

「３つの創る力」を知っている

R6 ９５.9％ →R7 9７.２％

「子供に学びを委ねる」授業に“共に”挑戦しよう！

子供の姿を“共に”語り合おう
水平展開

実践を“共に”進めよう
自走化

「３つの創る力」を発揮させるよう、

取り組んでいる （※R６：意識している）

  R6 ９４.７％ →R7 9５.５％
※アンケート回答の詳細は別紙「令和７年度「３つの創る力」に関する

アンケート結果概要」を御覧ください。

取り組んでいると回答した理由 × 先生方が取り組んでいること取り組んでいると回答した理由 × 先生方が取り組んでいること

１

２

３

校内研修での話合い ５９．８％

授業実践・児童生徒理解 ５７．５% （↑８．１％）

校内研修の仕組み ４４．０％ （↑９．０％）

４ 研修主任の発信 23.9％

１

２

３

考えたくなる課題の設定 66.9％ （↑０．２％）

子供たちが話す場の設定 55.6％ （↑５．４％）

単元を通して力を発揮・育成する単元構想 ４４．７％
（↑４．４％）

４ 魅力ある「材」の開発 39.7％

「単元を通して力を発揮・育成する単元構想」の割合が昨年度よ

りも高まり、一段階上がりました。先生方の意識が、単元を通して力

を付けることに向いている表れです。上記以外では、「子供が振り返

り・見通しを持つ場の設定（↑3.5％）」、「子供がいつでも学ぶことがで

きる環境づくり（↑2.8％）」、「一人一台端末の効果的活用（↑６．６％）」の

割合が高まっています。

授業づくりをする際、肯定的な子供観に立ち、「３つの創る力」をど

のように発揮して学んでほしいのか、授業者としての願いや子供の

姿を描くことが大切です。「３つの創る力」は切り分けられるものでは

ありませんが、様々な手立てによって「発揮する場面」を意図的につ

くり、単元をデザインすることが大切になります。

昨年度と比較して、「授業実践・児童生徒理解」、

「校内研修の仕組み」の割合が高まりました。

今年度、各学園共通実践や自校の取組として位

置付けて取り組んできました。校内研修等での意識

の高まりが、先生方一人一人の意識や授業力を高

めていると感じます。授業実践サイクルの中で、次の

ような流れを構築することで、「３つの創る力」の育

成に向けた授業力の向上につながります。

各学園・各校での仕組みの構築
→実践の積み重ね

→子供の姿を基にした話合い

「３つの創る力」の発揮・育成を目指す中でも、「子供・教材・目標」を関わらせていく

ことが最も大切なことです。教材を学ぶ意味や楽しさ等、教材の本質を明らかにした上

で、目標を達成した子供の姿をイメージして授業を構想していきましょう。

「３つの創る力」の発揮・育成を目指す中でも大切にしたいことは…「３つの創る力」の発揮・育成を目指す中でも大切にしたいことは…

子供

目標教材

「子供が主体的に考えて行動しているときに「３つの創る力」を発揮している姿を見るこ

とができる。そのためには、教師側が日ごろから教材研究に力を入れて、子供が主体的

に考え、行動できる教材づくりや授業展開を創っていくことが大切。」（アンケート回答より抜粋）

どれか一つ欠けても、「３つの創る
力」が発揮される授業が成り立たな
いね。
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